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開
会
に
当
た
り
、
平
賀
司
教
か
ら
、
「仙
台

教
区
が
地
区
制
度
を
と
っ

て
３
年
目
、
そ
れ
は
各
小

教
区
で
出
来
る
だ
け
主

日
に
ミ
サ
が
あ
り
参
加
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
広
い
８

地
区
に
２
～
５
人
の
司
祭

が
派
遣
さ
れ
て
お
り
苦

労
を
か
け
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
仙
台
教
区
の
司
祭

の
数
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
主
日
の
ミ
サ
に
３

回
、
４
回
と
走
り
ま
わ
る

の
は
限
界
を
過
ぎ
て
い
る

と
い
う
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
信
仰
の
一

番
の
中
心
は
神
様
への
礼
拝
で
、
そ
れ
が
力
の

源
で
す
。
ミ
サ
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
場
合
で

も
信
徒
の
皆
様
が
集
ま
っ
て
一
緒
に
神
様
を

た
た
え
る
集
会
祭
儀
を
大
事
に
し
た
い
。 

ま
た
、
台
風

10
号
で
久
慈
教
会
は
大
変

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
改
築
に
近
い

く
ら
い
の
改
修
・
修
復

が
必
要
で
す
。
教
区
内

の
小
教
区
の
互
助
、
助

け
合
っ
て
建
物
を
維
持

し
て
い
く
、
そ
う
い
う

協
力
を
考
え
る
の
が
施

設
整
備
協
力
制
度
で

す
。
青
森
県
か
ら
福
島

県
ま
で
広
い
仙
台
教
区

で
す
が
、
そ
の
中
で
私

た
ち
は
信
仰
で
結
ば
れ

て
生
き
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
日
の
宣
教
司
牧
評
議
会
の
会

議
で
そ
れ
を
確
認
し
な
が
ら
手
を
携
え
て
進

ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
し
た
。 

小
野
寺
洋
一
師
を
議
長
と
し
て
、
議
事
に

入
り
、
第
１
議
案
「２
０
１
７
年
度
仙
台
教
区

研
修
会
テ
ー
マ
」に
つ
い
て
宣
教
司
牧
評
議
会

役
員
上
野
隆
氏
（
第
５
地
区
）よ
り
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

２
０
１
４
年
度
に
、
「典
礼
と
は
」を
テ
ー
マ

と
し
て
、
信
徒
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
「集
会

祭
儀
」に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
機
会
を
持
っ

た
。
ど
こ
の
小
教
区
で
も
ミ
サ
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
の
だ
が
、
地
区
制
導
入
時

よ
り
想
定
を
超
え
た
司
祭
の
減
少
で
、
主
日

に
集
会
祭
儀
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
度
認
識
を
共
有
し
、

そ
の
実
施
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
準
備
す
る

必
要
が
あ
る
。
再
度
、
研
修
テ
ー
マ
と
し
て

改
め
て
「集
会
祭
儀
」を
と
り
あ
げ
た
い
。 

議
案
に
対
し
て
は
お
お
む
ね
賛
同
を
得

ら
れ
た
が
、
地
区
・教
会
に
よ
っ
て
地
理
的
・

人
数
的
状
況
や
集
会
祭
儀
に
対
す
る
経
験

が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
「す
す
め
の
言
葉
に

苦
労
す
る
」「信
者
間
の
結
び
つ
き
が
強
ま
っ

た
」「信
者
が
少
な
く
て
で
き
な
い
」「集
会
祭

儀
を
考
え
る
と
は
、
ど
う
や
っ
て
教
会
が
ま

と
ま
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
」な
ど
、

集
会
祭
儀
そ
の
も
の
に
対
す
る
意
見
も
多
く

出
さ
れ
た
。 

採
決
の
結
果
、
提
案
通
り
可
決
し
、
各
地
区

ご
と
に
持
ち
帰
り
、
来
年
の
司
牧
評
議
会 ↙ 

 

秋
は
静
か
に
降
る
雨
や
い
つ
果
て
る
と
も
な
く
続

く
雨
だ
れ
の
音
、
肌
寒
さ
感
じ
さ
せ
る
風
の
音
、
枯

葉
の
舞
い
散
る
単
調
な
響
き
に
人
は
内
省
的
な
気
持

ち
に
な
る
▼
秋
に
は
、
あ
わ
た
だ
し
く
過
ご
し
て
き

た
春
、
夏
が
ど
ん
な
実
り
を
も
た
ら
し
た
か
、
人
生

の
秋
に
は
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
意
味
を
問
い
直
す
▼
昨

年
の
暮
れ
、
川
崎
の
老
人
ホ
ー
ム
で
元
職
員
の
手
で
３
人
の

入
所
者
が
４
階
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
投
げ
落
と
さ
れ
た
。

６
月

に
は
相
模
原
の
障
害
者
施
設
で

19
人
の
入
所
者
が
惨
殺

さ
れ
た
。
ま
た
横
浜
の
病
院
で
消
毒
剤
を
混
入
し
た
点
滴
液

で
入
所
者
２
人
が
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
病
院
の
４
階
で
は
７

月
以
降
わ
ず
か
３
ヶ
月
の
間
に

50
人
が
死
ん
だ
と
い
う
。

院
長
は
言
う
「
少
し
多
い
か
な
と
思
っ
た
」
▼
人
の
終
わ
り

に
「
四
終
」
（
死
・
審
判
・
天
国
・
地
獄
）
あ
り
と
教
え
ら

れ
て
い
る
▼
障
害
者
や
高
齢
者
の
存
在
は
現
代
の
人
生
観

を
見
直
す
よ
う
に
迫
る
。
▼
第
２
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
で

「
復
活
秘
儀
」
と
い
う
概
念
が
強
調
さ
れ
て
聖
堂
正
面
の
十

字
架
が
復
活
の
イ
エ
ス
様
に
架
け
替
え
る
教
会
が
増
え
た
。

復
活
が
私
た
ち
の
救
い
で
あ
る
と
し
て
も
磔
刑
像
の
十
字

架
は
い
つ
も
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
き
た
▼
ア
メ
リ
カ
の

霊
能
者
は
死
ん
で
も
神
の
国
に
相
応
し
く
な
か
っ
た
霊
魂

は
無
私
の
行
い
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ
る
ま
で
何
度
も
こ
の

世
に
戻
っ
て
償
い
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い

て
い
る
（
メ
ア
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
）
が
私
た
ち
に
は
輪
廻
の

教
え
は
な
い
。
十
字
架
で
の
イ
エ
ス
の
死
を
忘
れ
る
と
き
、

自
分
の
抱
え
て
い
る
悩
み
や
苦
し
み
は
意
味
を
失
い
、
耐
え

が
た
い
も
の
と
な
り
信
仰
を
失
う
▼
「
直
葬
」
と
か
「

０

葬
」
と
い
う
の
は
自
分
の
生
さ
え
消
し
去
ろ
う
と
し
て
い
る

現
代
人
の
苛
立
ち
で
は
な
い
か
。
▼
「
私
た
ち
の
中
に
は
、

だ
れ
一
人
自
分
の
た
め
に
生
き
る
人
は
な
く
、
だ
れ
一
人
自

分
の
た
め
に
死
ぬ
人
も
い
ま
せ
ん
」(

ロ
マ
書

14
・

7
）

生
き
て
き
た
証
は
残
さ
れ
た
人
に
生
き
る
勇
気
を
与
え
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
死
者
を
麗
々
し
く
演
出
し

て
社
会
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
し
ま
う
業
者
の
手
に
委
ね

て
は
な
ら
な
い
。
（
守
） 

２
０
１
７
年
度 

教
区
研
修
会
テ
ー
マ
は
「
集
会
祭
儀
」 

宣
教
司
牧
評
議
会
定
例
会 

生命の泉 
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 ｢いつくしみはとこしえに｣。

これは、神の啓示の歴史を物語

る詩編 136 の各節で繰り返さ

れることばです。いつくしみの

ゆえに、旧約のすべての出来事

は、救済の深い力で覆われてい

ます。いつくしみは、イスラエ

ルとともにある神の歴史を、救

いの歴史にしました。詩編のよ

うに、「いつくしみはとこしえ

に」と、たえず繰り返すことは、

愛という永遠の神秘の中です

べてを結ぶためには歴史のな

かだけでなく、空間と時間の枠

を壊そうとしているかに見え

ます。それは、人は歴史の中だ

けでなく、永遠に御父のいつく

しみのまなざしのもとにあり

続けると告げるようなもので

す。 

 (いつくしみの特別聖年大勅書7) 

い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年 

仙
台
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
定
例
会
は
、
９
月

22
日(

木
・
秋
分
の
日)

仙
台
教

区
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
議
題
と
し
て
、
２
０
１
７
年
度
仙
台
教
区
研
修
会

テ
ー
マ
に
つ
い
て
と
、
施
設
整
備
協
力
制
度
要
綱
の
改
定
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。 

 

 

宣教司牧評議会 



 
（２） 

定
例
会
前
日
ま
で
に
研
修
会
を
開
催
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。 

 

第
２
議
案
、
施
設
整
備
協
力
制
度
要
綱
の

改
定
に
つ
い
て
、
川
井
田
元
氏(

第
８
地
区)

に
よ
り
提
案
説
明
が
行
わ
れ
た
。 

 

地
区
制
の
導
入
に
よ
り
、
教
区
を
４
県
で

は
な
く
８
地
区
に
分
割
し
た
こ
と
に
関
連

し
て
、
施
設
整
備
協
力
制
度
要
綱
の
各
項
目

の｢

４
県｣

の
記
載
を｢

８
地
区｣

に
変
更
す

る
こ
と
と
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
運
営
委
員
に
つ
い
て
第
８
条

（
１
）
信
徒
代
表(

８
地
区)

各
地
区
か
ら
選

出
さ
れ
た
各
１
名
。 

 

当
制
度
利
用
に
つ
い
て
、
第

18
条
（
３
）

地
区
か
ら
の
推
薦
書
と
変
更
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
施
行
日
は
２
０
１
６
年
９
月

22

日
即
日
と
な
っ
た
。 

そ
の
後
、
連
絡
報
告
と
し
て
、 

（
１
）
仙
台
教
区
滞
日
外
国
人
司
牧
に
つ
い

て
（
担
当
司
祭
ガ
ク
タ
ン
師
、
担
当
職
員
ク

レ
ア
氏
） 

ガ
ク
タ
ン
師
不
在
の
た
め
エ
メ
師
よ
り

報
告
さ
れ
た
。 

 

・
外
国
籍
の
方
々
が
増
え
続
け
て
お
り
２

年
前
の
数
字
で

373
名
。
私
た
ち
は
ど
う
接

す
る
べ
き
か
、
外
国
人
司
牧
の
課
題
で
あ
る
。 

・
歓
迎
し
、笑
顔
で
挨
拶
、ニ
コ
ニ
コ
す
る
、

言
葉
が
で
き
ず
と
も
表
情
・
目
つ
き
が
大
事
。

温
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
た
と
思
い
ホ
ッ
と

す
る
。 

・
日
本
の
教
会
の
中
に
受
け
入
れ
る
こ
と
。 

一
緒
に
新
し
い
教
会
作
り
を
し
た
い
。
日

本
語
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
れ
ば
手
伝

う
こ
と
も
可
能
。
何
か
あ
れ
ば
ガ
ク
タ
ン
神

父
に
も
メ
ー
ル
等
を
通
し
て
つ
な
い
で
い

た
だ
き
た
い
。 

（
２
）「
人
権
を
考
え
る
委
員
会
」
か
ら 

（
園
部
英
俊
氏
） 

・
人
権
を
考
え
る
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
年
内
目
標
に
開
設
し
た
い
。 

開
設
の
目
的
は
広
報
、
啓
発
、
電
子
資
料

の
公
開
、
特
に
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
資
料
の

電
子
化
。 

・
滞
日
外
国
人
支
援
：
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
の
活

動
は
少
し
停
滞
気
味
。
デ
ス
ク
を
Ｐ
Ｒ
す
る

各
国
語
パ
ン
フ
を
作
成
し
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ミ
サ
や
各
教
会
で
配
布
す
る
。 

外
国
籍
信
徒
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
を

築
く
た
め
外
国
籍
信
徒
リ
ー
ダ
ー
と
意
見

交
換
会
を
開
催
し
た
。 

・
ハ
ン
セ
ン
病
関
連
：
滝
田
さ
ん
帰
天
は
急

で
悲
し
い
出
来
事
。
滝
田
さ
ん
に

は
教
区
報
に
「
神
は
愛
な
り
」
で

寄
稿
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
教
区

報
へ
関
連
記
事
掲
載
を
継
続
す

る
。 東

北
新
生
園
、
松
丘
教
会
へ
も

継
続
訪
問
す
る
。 

・
今
後
平
賀
司
教
が
担
当
さ
れ
る

「
子
ど
も
と
女
性
の
権
利
擁
護

の
た
め
の
デ
ス
ク
」
の
活
動
と
連

携
し
た
い
。 

・
私
、
園
部
は

20
年
間
こ
の
活

動
を
し
て
き
た
が
、

10
月
１
日

付
で
御
供
真
人
氏
と
委
員
長
を

交
代
す
る
。 

（
３
）
仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
か
ら
（
濱
山
麻
子
氏
） 

・
７
月

27
日
付
で
司
教
様
よ
り

基
本
計
画
第
４
期
計
画
「
新
し
い

創
造
」
が
発
表
さ
れ
、
よ
り
一
層

仙
台
教
区
の
皆
様
の
力
が
必
要
と
強
調
さ

れ
た
。
今
後
も
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た

い
。
活
動
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

て
い
る
。 

・
ベ
ー
ス
・
デ
ス
ク
運
営
の
た
め
の
事
務
的

サ
ポ
ー
ト
・
広
報
活
動
の
強
化 

 

復
興
・
支
援
活
動
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
月

に
一
度
発
行
。
小
教
区
活
動
に
特
化
し
た

「
４
→
６･

４
５
通
信
」
は
８
月
発
行
第

40
号
で
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
と
統
合
。 

 
 

・
今
後
の
課
題
：
仙
台
教
区
内
の
小
教
区
・

修
道
会
な
ど
、「
地
元
の
力
」
を
つ
な
ぐ
。

仮
設
住
宅
か
ら
災
害
公
営
住
宅
へ
の
移
動
、

福
島
で
の
避
難
指
示
解
除
に
よ
る
住
民
の

帰
還
等
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
形
成
の

た
め
、
支
援
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
。
最
後
ま
で
残
る
の
は
地
元
の
皆
さ
ん
。

情
報
交
換
し
な
が
ら
、
意
見
を
出
し
合
い
、

参
加
い
た
だ
い
て
、
末
永
く
続
け
て
い
け
る

体
制
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。 

（
４
）
教
区
広
報
委
員
会
か
ら （

岩
井
誠
氏
） 

・
教
区
報
順
調
に
推
移
、
奇
数
月
第
一
日
曜

日
発
行
。 

各
地
区
の
報
告
の
た
め
に
「
地
区
便
り
」

を
設
け
た
。 

・
教
区

HP
サ
ー
バ
ー
を
安
価
な
大
容
量

（
１

TB
）
サ
ー
バ
ー
へ
変
更
し
た
。 

(

５
）
Ｗ
Ｙ
Ｄ
ク
ラ
ク
フ
大
会
は
、
ニ
コ
師

を
団
長
に
仙
台
教
区
か
ら
２
人
の
青
年
が

参
加
し
た
。 

(

６
）
各
地
区
報
告
の
後
、
閉
会
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11
月
・
12
月 

 11･

4
㊎ 

聖
母
訪
問
会
総
長
来
訪 

6
㊐ 

仙
台
病
障
連
研
修
会 

8
㊋ 

司
祭
評
定
例
・
教
区
司
祭
団 

役 

9
㊌ 

部
落
差
別
人
権
委
・
事
務
局
会
議 

10
㊍ 

社
会
司
教
委
員
会 

12
㊏ 

ス
ペ
ル
マ
ン
病
院 

13
㊐ 

特
別
聖
年
閉
幕
式 

15
～
17
日
韓
司
教
交
流
会 

19
㊏ 

宣
司
評
・
役
、 

聖
霊
刷
新
グ
ル
ー
プ 

20
㊐ 

王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト 

25
～
12･

3
聖
地
巡
礼 

12･

4
㊐ 

宣
教
地
召
命
促
進
の
日 

5
～
6
仙
台
教
区
司
祭
の
集
い 

9
㊎ 

部
落
差
別
人
権
委
・
定
例
委
員
会 

13
㊋ 

司
祭
評 

役
・
教
区
司
祭
団 

役 

14
㊌  

臨
時
司
教
総
会 

15
㊍ 

司
教
の
社
会
問
題
研
修
会 

17
㊏ 

カ
リ
タ
ス
原
町
ベ
ー
ス
落
成
式 

21
㊌ 

聖
ド
ミ
ニ
コ
小 

25
㊐ 

主
の
降
誕 

司
教
日
程 

「いつくしみの特別聖年 閉幕近づく」 

司教 平賀徹夫 

昨年１２月８日、教皇フランシスコによってバチカン

の聖ペトロ大聖堂の聖年の扉が開かれ、「いつくしみの特別聖

年」が始まりました。目的は「わたしたちのまなざしをもっと

真剣にいつくしみへと向け、わたしたちが御父の振る舞いを示

す効果的なしるしとなるため」（『大勅書』３）でした。特別聖

年は間もなく、１１月２０日「王であるキリストの祭日」をも

って閉幕となります。（閉幕式の典礼日程では、“聖年は２０１

６年１１月２０日、王であるキリストの祭日にバチカンの聖ペ

トロ大聖堂の聖年の扉を閉じることによって閉幕するが、地方

教会では、それに先立つ１１月１３日、年間第３３主日に、聖

年が閉幕することになる”との指示が出ています。） 

この特別聖年のこれまでの間、わたしたちは、御父がいつく

しみ深いように（子であるわたしたちも）いつくしみ深く生き

る者となるように、いつくしみの現れそのものであるイエス・

キリストをより注意深く見つめることに努めてきました。父な

る神のいつくしみに気づき、感謝し、称えながら、世に対して

わたしたちがそのしるしとなれるようにと祈ってもきました。

もちろんわたしたちのこの務めは特別聖年に限られたもので

はなく、その後もずっと続けるべきものであることは当然です

が、特に今、この終わりのひと月、救いに不可欠であるそのい

つくしみを、信仰の目をもってあらためて確認し、味わうこと

に努めたいと思います。 

そのことのために教皇フランシスコの使徒的勧告『福音の喜

び』（カトリック中央協議会、２０１４年）は大いに役立つと

思います。そしてまた、この特別聖年の間に日本語訳の刊行が

成った、教皇フランシスコの回勅『ラウダート・シ―ともに暮

らす家を大切に』もありますし、これと同調するように日本カ

トリック司教協議会による『今こそ原発の廃止を―日本のカト

リック教会の問いかけ』も発表されました。これらもぜひ読み

たいと思います。 
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イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ 

 

９
月

25
日
（
日
）
、
世
界
難
民
移
住
移

動
者
の
日
、
元
寺
小
路
教
会
に
多
く
の
外
国

籍
信
徒
の
方
が
集
い
、
平
賀
司
教
の
司
式
で

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ
が
行
な
わ
れ

た
。 

 

ス
ペ
イ
ン
語
の
入
祭
の
歌
か
ら
、
第
一
朗

読
は
韓
国
、
第
二
朗
読
は
ス
ペ
イ
ン
の
信
徒

に
よ
り
、
ま
た
答
唱
詩
編
で
は
ア
メ
リ
カ
の

方
が
、
た
ど
た
ど
し
い
日
本
語
で
懸
命
に
詩

編
を
歌
う
姿
が
む
し
ろ
感
動
的
で
さ
え
あ

っ
た
。 

 
 

説
教
の
冒
頭
、
平
賀
司
教
の
口
か
ら
「
私

は
、
今
朗
読
さ
れ
た
い
ず
れ
の
言
葉
も
解
し

ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
は
愛
の
言
葉
と
し
て
十

分
に
私
た
ち
の
心
に
響
く
も
の
が
あ
り
ま

し
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、世
界
の
現
実
に
目
を
向
け
れ
ば

２
０
１
５
年
末
、
紛
争
や
迫
害
を
逃
れ
て
家

を
追
わ
れ
た
人
々
は
６
５
３
０
万
人
に
達

し
、
「
す
べ
て
の
人
が
世
界
の
ど
こ
に
あ
っ

て
も
、
そ
こ
が
自
分
の
家
で
あ
り
、
人
類
家

族
の
一
人
と
し
て
共
に
生
き
ら
れ
る
よ
う

祈
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
「
世
界
難
民
移
住

移
動
者
の
日
」
委
員
長
松
浦
悟
郎
司
教
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
、
「
い
つ
も
難
民
に
心

を
寄
せ
、
命
の
喜
び
が
で
き
る
よ
う
祈
り
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。 

厳
し
い
現
実
は
あ
る
も
の
の
、
恒
例
と
な

っ
た
美
し
い
民
族
衣
装
を
身
に
着
け
た
子

ど
も
た
ち
が
司
教
と
手
を
つ
な
ぎ
、
祭
壇
を

取
り
囲
ん
で
「
主
の
祈
り
」
を
唱
え
、
ま
た

大
人
た
ち
に
交
じ
っ
て
共
同
祈
願
を
唱
え

る
等
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
の

ミ
サ
だ
っ
た
。 

久
し
ぶ
り
の
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
聖
堂
の

前
庭
で
軽
食
を
と
り
な
が
ら
歓
談
を
楽
し

ん
だ
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
余
興

と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
イ
カ
割
り
？

「
ピ
ニ
ャ
ー
タ
」
を
楽
し
ん
だ
。 

台
風

10
号
に
よ
る
浸
水
被
害 

 
 
 

久
慈
教
会(

第
２
地
区) 

 

大
型
台
風

10
号
は
、
８
月

30
日
、
太

平
洋
岸
か
ら
岩
手
県
を
直
撃
し
た
。 

久
慈
市
は
、市
内
全
域
に
避
難
指
示
を
発

す
る
ほ
ど
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
い
た
る
と

こ
ろ
で
浸
水
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
市
中
心
部
に
あ
る
カ
ト
リ

ッ
ク
久
慈
教
会
は
、
敷
地
内
に
２
ｍ
、
建
物

内
は
、
床
上
１
ｍ

40
㎝
が
浸
水
し
た
。 

３
日
間
浸
水
し
た
ま
ま
で
、３
日
目
の
朝
、

や
っ
と
教
会
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
。 教

会
、
司
祭
館
、
幼
稚
園(

現
在
閉
園)

の
建
物
は
、
泥
に
ま
み
れ
、
祭
壇
も
倒
れ
、

ミ
サ
典
礼
書
、
オ
ル
ガ
ン
、
聖
歌
集
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
が
水
に
つ
か
り
使
用
不
能
と
な

っ
た
。 

９
月
３
日
に
は
、
八
戸
塩
町
教
会
、
鮫

町
教
会
、
聖
ウ
ル
ス
ラ
修
道
院
、
カ
リ
タ

ス
釜
石
、
大
船
渡
ベ
ー
ス
か
ら
、
復
旧
支

援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
さ
ら
に
、

県
、
市
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を

受
け
、
汚
泥
の
除
去
と
、
建
物
内
の
廃
棄

物
の
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

教
会
の
建
物
は
半
壊
、
幼
稚
園
の
建
物

は
、
取
り
壊
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

教
会
は
、
壁
面
と
床
面
の
張
替
が
必
要

と
な
り
、
費
用
は
、
５
百
万
円
程
、
幼
稚

園
の
取
り
壊
し
に
４
百
万
円
程
が
掛
か
り

そ
う
だ
。 

教
会
内
の
備
品
で
は
、
使
用
可
能
な
の

は
、
洗
浄
し
た
椅
子
ぐ
ら
い
で
、
他
は
、

新
規
に
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

教
会
の
維
持
管
理
費
は
、
前
任
の
ト
マ
神

父
が
残
し
て
く
れ
た
お
よ
そ
８
百
万
円
が

あ
る
が
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
教
区
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

今
ま
で
、
教
会
が
あ
る
こ
と
を
当
た
り
前

に
思
い
、
教
会
の
維
持
管
理
や
修
繕
な
ど
自

分
た
ち
で
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
力
が
育

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。 

聖
堂
を
復
旧
し
、
再
び
ミ
サ
に
参
加
し
、

ご
聖
体
を
い
た
だ
け
る
日
を
待
ち
望
み
、
多

く
の
方
々
の
ご
支
援
に
感
謝
し
、
こ
れ
を
無

に
し
な
い
よ
う
、
今
後
と
も
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

久
慈
教
会
信
徒
会
長 

高
橋 

和
郎 

水俣病歴史考証館(相恩社) 

問
わ
れ
る
移
住
者
と
難
民
・
い
つ
く
し
み
の
福
音 

子どもたちと祭壇を囲んで主の祈り 

次世代のことを考える 

「子孫に美林を残す」という言葉は、苗木を育てるには

長い年月を要することから、遠い将来にはじめて役立つよ

うな活動の比喩として使われる。実際、人工的な美林の代

表とも言える奈良県の吉野杉は室町時代から、静岡県の天

竜杉は江戸時代からの植林とのこと、共に長い年月の結果

である。 

ネイティブ・アメリカンの一部族に１万年以上も伝わっ

てきた口承史には、「子どもたちの子どもたちの子どもた

ちのために」という表現がしばしば現れる。何世代も後の

人たちを考えて、いまするべきことを決断し、口承に加え

る内容を皆で決めていく。口承を最後に受け継いだポー

ラ・アンダーウッドは、全世界の人たちに伝えたいという

希望を持って文字化した（邦訳：一万年の旅路）。 

情報化の時代となり、インターネットやスマートフォン

で新しい情報が次々と入ってきては積み重なっていく。重

要な事柄を常に留意するにはどうしたらよいのだろうか。

次世代に残すべき大事なことは何かと問い直し、確かに伝

える術を見出したい。 

地球を大事にする会 猪岡 光  

玄関・郵便受けまで浸水 

聖聖聖堂堂堂   

ピニャータ・籠の中はお菓子 



（４） 

 

 

 

第
３
・
第
４
地
区
研
修
会 

７
月

18
日
、四
ツ
家
教
会
に
お
い
て
、

Sr.
景
山
あ
き
子
さ
ん(

援
助
修
道
会)

＝
写

真
＝
を
講
師
に
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

司
祭(
イ
ン
セ
ン
、
田
中
、
高
橋
、
川

崎)

、
信
徒
、
総

勢

125
名(

第
３

地
区

94
名
、

第
４
地
区

31

名)
の
参
加
が

あ
り
、
講
話
は
体
験
談
を
交
え
て
分
り
や

す
く
、
質
疑
も
活
発
で
充
実
し
た
研
修
会

で
し
た
。 

講
話
の
要
点
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し

た
。 ①

次
の
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
は
、

時

《々
子
ど
も
と
と
も
に
さ
さ
げ
る
ミ
サ
》

を
行
う
よ
う
に
努
め
、
な
る
べ
く
子
ど
も

が
来
や
す
い
曜
日
や
時
間
に
ミ
サ
を
す
る

工
夫
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
②
大
人
に
対
し

て
も
信
仰
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
が
、
そ
の
中
心
は
《
い
つ
も
喜
ん
で
い

る
幸
せ
》
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
そ
の
幸
せ
と
は
、
祈
る
こ
と
の
で
き
る

幸
せ
で
あ
り
、
そ
の
究
極
の
祈
り
は
《
御

心
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
に
》
と
い
う
祈
り

で
す
。④
日
常
の
信
仰
生
活
の
な
か
で《
人

に
対
す
る
感
謝
》
も
大
切
で
「
あ
り
が
と

う
」
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
を
心
か
ら
言
え

る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。
⑤
カ
ナ

の
婚
礼
で
マ
リ
ア
様
は
《
こ
の
人(

イ
エ

ス)

の
言
う
と
お
り
に
し
な
さ
い
》
と
言

い
ま
し
た
が
、
イ
エ
ス
の
言
葉
に
聴
き
従

う
こ
と
、
こ
れ
が
信
仰
の
基
本
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
⑥
キ
リ
シ
タ
ン
は
殉
教
の

時
代
に
神
の
「
愛
」
を
《
御
大
切
》
と
い

う
言
葉
で
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、
わ
た
し

た
ち
も
、信
仰
の
難
し
い
現
代
に
あ
っ
て
、

関
わ
り
を
も
つ
人
び
と
に
対
し《
御
大
切
》

の
心
を
も
っ
て
接
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。 

 
 (

四
ツ
家
教
会 

菅
野 
耕
毅) 

 第
６
地
区
大
会
（
教
区
研
修
会
） 

９
月
８
日(

日)

、
元
寺
小
路
教
会
で
開

催
。
約
３
０
０
人
が
参
加
。 

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、３
名
が
体
験
報
告
。 

①
松
枝
恵
子
さ
ん(

元
寺
小
路
教
会) 

私
は
、
家
庭
で
、
親
戚
を
含
め
て
も
た

だ
一
人
の
信
徒
。

21
年
前
、
娘
が
小
学

校
１
年
生
の
時
に
受
洗
し
た
。
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
神
さ
ま
の

助
け
が
必
要
だ
と
の
思
い
か
ら
だ
っ
た
。

主
人
を
説
得
し
た
が
、理
解
を
得
ら
れ
ず
、

娘
と
一
緒
に
洗
礼
を
と
思
っ
た
が
、
主
人

に
反
対
さ
れ
た
。
幸
い
、
子
ど
も
と
は
、

信
仰
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
出
来
た

が
、
主
人
と
は
ほ
と
ん
ど
信
仰
の
話
は
し

て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
、
車
の
中
に

線
香
を
入
れ
て
い
て
、
仕
事
の
上
で
困
難

に
あ
っ
た
と
き
、
先
祖
の
墓
参
り
を
し
て 

             い
る
。
自
分
の
力
で
は
解
決
で
き
な
い
と

き
に
、
さ
ら
な
る
大
き
な
力
に
頼
る
と
い

う
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
ほ
っ
と
し

た
。 葬

儀
ミ
サ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
知
ら
な

い
人
に
信
仰
を
伝
え
る
と
て
も
良
い
場
で

あ
る
と
思
う
。
親
族
の
ひ
と
り
で
も
、
私

の
葬
儀
ミ
サ
に
来
て
教
会
の
良
さ
を
感
じ

て
も
ら
っ
た
ら
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。 

②
岡
田
謙
一
さ
ん(
八
木
山
教
会) 

 

父
も
母
も
信
者
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ

は
、
日
曜
日
は
、
朝
の
ミ
サ
と
夕
方
の
ベ

ネ
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン(

聖
体
賛
美
式)
と
２
回

教
会
に
行
っ
た
。
息
子
２
人
は
、
洗
礼
を

受
け
て
い
る
が
、教
会
に
は
来
て
い
な
い
。

息
子
の
結
婚
式
は
、
教
会
で
と
奨
め
て
北

仙
台
教
会
で
挙
げ
た
。
神
父
様
か
ら
は
、

「
あ
な
た
の
息
子
さ
ん
は
、
ち
ゃ
ん
と
信

仰
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
よ
」
と
、
言
わ

れ
ホ
ッ
と
し
た
。 

「
愛
と
い
つ
く
し
み
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に

神
が
お
ら
れ
る
」
、
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト

教
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
父
は
、
名

を
長
藏
と
言
い
、
周
り
の
人
か
ら｢

仏
の

長
さ
ん｣

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
私
も
人
と

接
す
る
と
き
、
い
つ
も
笑
顔
で
、
そ
の
人

の
目
を
見
て
接
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。 

③
吉
原
美
菜
子
さ
ん(

一
本
杉
教
会) 

私
は
、
し
ば
ら
く
教
会
か
ら
離
れ
て
い

た
。
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
に
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
通
っ
て
い
た
。
１
９
９
０
年
に
受

洗
し
た
。
夫
は
、
理
解
が
あ
る
が
、
親
族

か
ら
は
、
先
祖
の
墓
を
守
る
よ
う
言
わ
れ

て
、
教
会
に
行
く
こ
と
を
止
め
ら
れ
て
い

る
。 日

曜
日
に
ミ
サ
に
行
く
こ
と
は
、
主
婦

に
と
っ
て
苦
労
が
多
い
。
た
ま
に
一
本
杉

教
会
に
行
く
と
「
あ
ら
、
し
ば
ら
く
」
な

ど
と
温
か
く
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
が
、

後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
。シ
ス
タ
ー
か
ら
、

｢

私
た
ち
が
、
教
会
に
来
ら
れ
な
い
人
の

た
め
に
祈
っ
て
い
る
か
ら
、
あ
な
た
は
、

今
の
生
活
に
頑
張
り
な
さ
い｣

と
、
言
わ

れ
心
強
く
思
っ
た
。 

教
会
の
お
知
ら
せ
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
で
教
会
の
情
報
を
得
ら
れ
る
の
も
心

強
く
思
う
。 

久
し
ぶ
り
に
教
会
に
来
た
人
に
も
、
温

か
く
声
を
か
け
て
欲
し
い
と
思
う
。 

④
講
話
「
生
活
と
信
仰
の
統
合
」 

―
体
験
報
告
を
聞
い
て
― 

講
師 
鈴
木 

隆
氏
（
東
京
・
荻
窪
教
会
） 

霊
性
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
ス
タ
ッ

フ
・
前
『
福
音
宣
教
』
誌
編
集
長 

 

困
っ
て
い
る
人
、
苦
し
ん
で
い
る
人
に 

寄
り
添
っ
て
共
に
歩
ん
で
行
く
こ
と
を 

私
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。 

        

こ
の
社
会
を
キ
リ
ス
ト
の
望
む
姿
に
変

え
て
い
く
こ
と
が
信
徒
の
使
命
で
あ
る
。 

神
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し

て
生
活
を
組
み
立
て
る
こ
と
で
、
喜
び
と

希
望
が
湧
い
て
く
る
。 

朝
、
今
日
一
日
を
神
様
に
さ
さ
げ
る
決

心
を
し
、
一
日
の
終
わ
り
に
糾
明
す
る
。

心
の
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
て
寝
る
。

そ
れ
は
、
目
覚
め
た
時
に
素
直
な
心
で
神

様
か
ら
の
恵
み
を
受
け
取
る
た
め
。
そ
し

て
、
毎
日
、
神
さ
ま
と
対
話
し
な
が
ら
生

活
し
て
い
く
こ
と
で
、
生
活
と
信
仰
の
統

合
が
出
来
る
。 

⑤
第
６
地
区
の
教
会
紹
介 

映
像
を
映
し
な
が
ら
、
各
教
会
の
紹
介

が
行
わ
れ
た
。 

・
午
前
中
、
信
徒
ホ
ー
ル
で
子
ど
も
た
ち

の
集
会
を
し
、
そ
こ
で
制
作
し
た
も
の
を

ミ
サ
で
奉
献
し
た
。 

午
後
、
平
賀
司
教
主
司
式
の
ミ
サ
を
も

っ
て
地
区
大
会
を
終
了
し
た
。 

 

教区研修会「家庭における私の信仰」-次世代に伝えること- 

体験報告を聞く 

講師 鈴木 隆 氏 



 

  （５） 

第
７
地
区
大
会
（
教
区
研
修
会
） 

９
月

18
日
、
福
島
市
の
野
田
町
教
会
に
て
、
第
１

回
地
区
大
会
と
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。 

第
７
地
区
は
、
会
津
地
区
と
福
島
地
区
の
６
つ
の

教
会
と
３
つ
の
修
道
院
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
午
前

10
時
の
開
会
に
合
わ
せ
て
、
お
よ
そ

120
名
が
参
加

し
た
。 午

前
の
部
で
は
、濱
口
秀
昭
神
父(

サ
レ
ジ
オ
神
学

院
院
長)

＝
写
真
＝
を
講
師
に
招
い
て
「
家
庭
に
お
け

る
信
仰
教
育
」に
つ
い
て
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。 

濱
口
師
の
育
っ
た
環

境
と
と
も
に
、児
童
施
設

や
神
学
院
の
活
動
で
感

じ
ら
れ
た
こ
と
を
柔
ら
か

い
口
調
で
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
話
さ
れ
た
。
聴
く
者
の
心
を
と
ら
え
て

離
さ
ず
、
心
の
琴
線
に
ふ
れ
る
言
葉
の
数
々
に
感
動

し
た
…
と
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

午
後
は
、
各
教
会
の
代
表
５
人
が
「
家

庭
に
お
け
る
信
仰
生
活
」
に
つ
い
て
の
発

表
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
系
譜
と
と
も
に

信
仰
生
活
の
在
り
方
を
説
明
し
、
「
祈
り

の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

と
の
結
論
に
達
し
た
。 

濱
口
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
研
修
会
を
終
了
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

様
々
な
ケ
ー
ス
を
ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
内

容
を
深
め
る
機
会
が
必
要
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。 

富
山 

幸
子
（
野
田
町
教
会
） 

 第
８
地
区
大
会
（
教
区
研
修
会
） 

９
月

19
日
（
月
）
、
第
８
地
区
大

会
が
郡
山
市
の
さ
ん
か
く
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
た
。 

地
区
制
に
な
っ
て
初
め
て
の
大
会
だ
っ

た
が
、
今
回
は
教
区
研
修
会
と
合
わ
せ
て

の
開
催
と
な
っ
た
。 

午
前
中
の
第
１

部
は
教
区
研
修
会
、

テ
ー
マ
「
家
庭
に

お
け
る
私
の
信
仰
」

を
も
と
に
、
コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
院
の

Sr.
津
田
和
加

子
さ
ん
＝
写
真
＝
を
迎
え
「
信
仰
を
伝
え

る
と
い
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
シ
ス
タ

ー
の
経
験
と
教
育
者
の
立
場
か
ら
具
体

的
な
話
が
あ
っ
た
。 

午
後
の
第
２
部
は
第
８
地
区
の
集
い

と
し
、
各
小
教
区
の
紹
介
と
聖
歌
隊
に
よ

る
歌
の
発
表
、
特
に
今
回
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ベ
ト
ナ
ム
の
方
々
の
自
己
紹
介
も
あ

り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
の
後
小

野
寺
洋
一
司

教
総
代
理
の

も
と
約

85

名
の
参
加
者

が
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
賛

美
と
感
謝
の

う
ち
に
ミ
サ

を
行
い
、２
年

後
の
い
わ
き

で
の
開
催
を

約
束
し
有
意

義
な
一
日
を

終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。 

 
 
 

渡
邉 

久
男
（
郡
山
教
会
） 

十
和
田
教
会
へ
の
巡
礼 

弘

前

教

会 

10
月

10
日
（
月
）
弘
前
教

会
で
は
、
同
じ
く
巡
礼
聖
堂
に

指
定
さ
れ
て
い
る
十
和
田
教
会

へ
の
巡
礼
を
実
施
し
ま
し
た
。 

五
所
川
原
教
会
か
ら
も
５
名
参
加
し
、

全
員
で

40
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
素
晴
ら
し
い
十
和
田
教
会
御

聖
堂
で
ミ
サ
も
行
わ
れ
、
バ
ス
の
中
で
は

「
い
つ
く
し
み
の
チ
ャ
プ
レ
ッ
ト
」
を
用

い
て
祈
り
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
唱
え
、

実
り
豊
か
な
巡
礼
と
な
り
ま
し
た
。 

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
で
「
寄
り
添
い
」 

東

仙

台

教

会

婦

人

部 

私
た
ち
は
行
事
の
一
環
と
し
て
平
成
８

年

11
月
よ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
暁
星
園
で
お
茶
会
形
式
の
「
寄
り
添

い
」
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

３
年
後
、
パ
ル
シ
ア
創
立
時
に
こ
こ
で
も

要
請
を
い
た
だ
き
、
年
２
回
ず
つ
な
が
ら

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
活
動
を
始
め
て

20
年

が
経
ち
ま
し
た
。
毎
回
お
一
人
お
ひ
と
り

に
声
を
か
け
な
が
ら
お
も
て
な
し
す
る
中

で
、
お
い
し
い
と
優
し
い
笑
顔
で
応
え
て

く
だ
さ
り
、
ま
た
話
も
弾
み
ま
す
。
私
た

ち
も
和
み
な
が
ら
「
共
に
生
き
る
」
の
こ

と
ば
が
心
に
し
み
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
を
過
ご
せ
て
神
に
感
謝
で
す
。 

私
た
ち
は
「
開
か
れ
た
教
会
」
の
こ
と

ば
を
大
切
に
、
他
教
会
の
方
々
、
煎
茶
・

抹
茶
の
先
生
方
、
こ
の
活
動
に
賛
同
く
だ

さ
る
市
民
の
方
々
と
共
に「
野
の
ゆ
り
会
」

の
名
で
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
お
茶
を

点
て
る
人
、
お
菓
子
を
盛
る
人
、
お
運
び

す
る
人
、
介
助
す
る
人
、
そ
し
て
陰
で
お

茶
碗
を
清
め
る
人
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

に
で
き
る
こ
と
で
奉
仕
さ
れ
て
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、今
ま
で
に

70

人
を
超
え
る
方
々
の
ご
協
力
で
続
い
て

お
り
ま
す
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。 

こ
こ
に
至
る
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
児
童

福
祉
会
理
事
長
だ
っ
た
故
本
間
神
父
様

の
お
言
葉
、
シ
ャ
ル
ト
ル
女
子
パ
ウ
ロ

会
の
故

Sr.
片
岡
ナ
カ
の
温
か
い
お
支

え
、
各
園
長
様
や
職
員
の
皆
様
の
お
導

き
を
大
き
な
お
恵
み
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
「
野
の
ゆ
り
会
」
活
動
に
長
い

間
お
さ
さ
げ
く
だ
さ
っ
た
故
人
の
方
々

の
思
い
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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仙
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雪
の
聖
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修
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1919
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・10

誕
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1939

・10

・1

盛
岡
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母 

修
道
院
入
会 

1942

・10

・10 

初
誓
願 

1954

・12

・8 

荘
厳
誓
願 

2016

・10

・18 

帰
天
（

97
歳
） 

十和田教会 

トピックス 

パルシアでのティーパーティ 

東仙台教会婦人部メンバー 



 

（６） 

 

「
３
・
１
１
」
か
ら
５
年
と
７
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

私
た
ち
大
船
渡
教
会
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

同
時
に
、
実
に
大
き
な
お
恵
み
を
い
た
だ
い
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
は
る
ば
る
気
仙
地
方
に

来
て
い
た
お
嫁
さ
ん
た
ち
が
教
会
に
来
る
よ
う
に
な
り
、

信
仰
の
仲
間
が
一
気
に
倍
に
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
そ

し
て
も
う
一
つ
の
お
恵
み
は
、
そ
の
仲
間
た
ち
と
集
え

る
広
い
ホ
ー
ル
が
こ
の
度
立
派
に
完
成
し
た
こ
と
で
す
。 

 

震
災
後
、
狭
い
聖
堂
が
信
徒
で
一
杯
に
な
る
こ
と
は

嬉
し
い
悲
鳴
で
し
た
が
、
困
っ
た
の
は
御
ミ
サ
の
後
、

狭
い
図
書
室
に
信
徒
が
入
り
切
ら
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
の
奥
さ
ん
た
ち
は
遠
慮
し
て
外
に
出
て
お
し
ゃ
べ
り

を
し
て
い
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
〝
原
住
民
の
気

仙
人
〟
と
の
交
流
が
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
困
っ
た
の
は
ト
イ
レ
で
す
。
男
女
兼

用
の
ト
イ
レ
が
１
カ
所
あ
る
だ
け
で
し
た
の
で
、
不
満

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
こ
ん
な
の
不
便
不
満
を
解
消
す
る
の
は
、
わ

れ
わ
れ
〝
原
住
民
〟
が
少
し
で
も
若
く
て
元
気
な
内
に

と
、
果
敢
に
実
行
に
移
し
た
の
で
す
。
実
行
に
際
し
て

一
番
の
課
題
は
も
ち
ろ
ん
資
金
で
し
た
。
大
船
渡
教
会

は
献
堂
以
来

60
数
年
に
な
り
ま
す
が
、
先
輩
信
徒
た

ち
は
献
堂
当
時
か
ら
、
将
来
の
教
会
建
設
資
金
と
し
て

毎
月

150
円
ず
つ
積
み
立
て
て
き
た
そ
う
で
す
。
ラ
ー

メ
ン
が
１
杯

30
円
の
時
代
か
ら
の
こ
と
で
す
。
そ
う

し
て

60
数
年
に
わ
た
り
積
み
立
て
て
き
た
お
金
に
、

今
回
の
震
災
で
頂
い
た
義
援
金
を
合
わ
せ
な
ん
と
か
資

金
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

す
で
に
完
成
し
た
小
聖
堂
や
坂
道
工
事
と
合
わ
せ
、

こ
れ
で
大
船
渡
教
会
の
復
興
工
事
は
す
べ
て
完
成
し
ま

し
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
震
災
以
来
仙
台
教
区
・
大
阪

教
区
は
じ
め
実
に
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
、
物
的
・
資

金
的
な
支
援
、
そ
し
て
そ
れ
に
も
ま
し
て
精
神
的
な
支

援
や
お
祈
り
を
頂
い
た
お
陰
と
私
た
ち
信
徒
一
同
心
か

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
皆
様
か
ら
頂
い
た
恵
み
に
応
え
る
た
め
に
も
、

私
た
ち
大
船
渡
教
会
の
信
徒
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
心
を

合
わ
せ
、
地
域
に
溶
け
込
み
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
教
会

に
な
っ
て
ゆ
き
た
い
と
心
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

聖
堂
の
落
成
式
は
、
８
月

28
日
（
日
）、
に
行
わ
れ

ま
し
た
。 大

船
渡
教
会 

教
会
委
員
会
代
表 

熊
谷 

雅
也 

改
築
落
成
式 

大
船
渡
教
会 

可動式の扉で仕切られた御堂とホールは、 

多目的に使うことができるようになりました。 

 

平賀司教を囲んで 104人の参列者とともに記念撮影。遠く
は和歌山から塩田神父やルド神父も駆けつけてくれまし
た。 

 

可動式の扉で仕切られた聖堂とホールは、多

目的に使うことができるようになりました。 

 

小聖堂には山浦玄嗣さんの 
手になるステンドグラスも 
飾られ、とても親しみやす 
い雰囲気を出しています。 

 

   永
遠
の
い
の
ち
を 

滝
田
十
和
男(

と
わ
お)

さ
ん
が
帰

天
さ
れ
ま
し
た
。
滝
田
さ
ん
は
信
徒
会

長
と
し
て
松
丘
教
会
を
支
え
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
第
三
会
員
と
し
て
信
仰
と
奉

仕
の
道
に
生
き
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
毎

朝
６
時
に
白
川
さ
ん
と
聖
堂
で
必
ず

誰
か
の
た
め
に
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を

捧
げ
、
主
の
十
字
架
を
…
と
い
う
聖
歌

を
歌
っ
て
お
ら
れ
た
、
そ
の
姿
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
入
所
者
自
治
会
誌
「
甲

田
の
裾
（
こ
う
だ
の
す
そ
）」
の
編
集

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
の
歴
史
に
も
詳
し
く
、
多
く
の
資

料
を
残
さ
れ
、
短
歌
や
作
詞
作
曲
で
も

多
く
の
作
品
を
作
ら
れ
ま
し
た
。
松
丘

に
関
す
る
こ
と
は
滝
田
さ
ん
の
お
話

や
資
料
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
過
酷
な
隔
離
政
策
や
病
の
苦
し
さ 

の
中
で
も
、
信
仰
と
信
念
で
最
後
ま
で

生
き
抜
か
れ
た
滝
田
さ
ん
の
永
遠
の
安

息
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

滝
田
さ
ん
が

34
年
前
の
１
９
８
２

（
昭
和

57
）
年
に
編
集
さ
れ
た
「
松
丘

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
宣
教

50
周
年
献
堂

25
周
年
記
念
誌
」
の
中
に
、「
永
遠
の

い
の
ち
を
」
と
い
う
文
章
を
書
か
れ
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
に
も
お
読
み
い

た
だ
き
た
く
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

永
遠
の
い
の
ち
を 

イ
グ
ナ
チ
オ
滝
田
十
和
男 

「
神
は
あ
わ
れ
み
の
心
か
ら
、
わ
た
し

た
ち
を
聖
霊
に
よ
っ
て
生
れ
変
ら
せ
、

新
た
に
す
る
水
を
と
お
し
て
救
っ
て
く

だ
さ
っ
た
。
こ
の
聖
霊
を
、
わ
た
し
た

ち
の
救
い
主
イ
エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を

と
お
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
上
に
豊
か

に
注
い
で
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
は
、
わ

た
し
た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
に
よ

っ
て
義
と
さ
れ
て
、
希
望
の
う
ち
に 

永
遠
の
い
の
ち
を
継
ぐ
者
と
な
る
た
め

で
あ
る
。」（
テ
ト
ス
３
・
５
‐
７
） 

私
が
初
め
て
カ
ト
リ
ッ
ク
に
心
を
向

け
た
動
機
と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
は
終
戦

の
日
の
前
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
信
徒
の

小
見(
お
み)

さ
ん
と
云
う
人
の
、
火
葬
係

と
し
て
作
業
に
出
さ
れ
た
時
に
受
け
た

感
動
か
ら
で
あ
っ
た
。
小
見
さ
ん
は
腸
チ

ブ
ス
を
患
ら
い
、
隔
離
病
棟
で
亡
く
な
ら

れ
た
の
だ
が
、
玄
関
の
所
で
終
油
の
秘
跡

を
授
け
て
帰
ら
れ
る
小
野
神
父
様
と
出

合
っ
た
。 

 

隔
離
病
棟
は
畑
の
中
に
あ
っ
て
、
普
段

は
誰
も
住
ん
で
い
な
い
た
め
障
子
は
破

れ
、
使
っ
て
い
な
い
部
屋
な
ど
は
ク
モ
の

巣
が
張
っ
て
、
怪
談
に
出
て
く
る
化
け
物

屋
敷
そ
の
も
の
の
様
相
を
見
せ
、
悪
嗅
が

湛
っ
て
人
が
好
ん
で
入
り
込
む
よ
う
な

場
所
で
は
な
か
っ
た
。
小
見
さ
ん
は
、
汚

れ
た
布
団
の
上
に
痩
せ
細
っ
て
ひ
と
つ

ま

み

の

小

さ

な

遺

体

と

な

っ

て

横

た 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
仙
台
教
区 

人
権
を
考
え
る
委
員
会 

横
た
わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
死
顔
は
安
ら

か
で
、
此
の
世
の
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ

た
ば
か
り
の
柔
和
な
表
情
を
し
て
い
た
。 

入
園
者
の
看
護
人
が
一
人
居
る
だ
け

の
隔
離
病
棟
の
一
室
で
、
臨
終
を
終
え
た

小
見
さ
ん
を
見
舞
っ
た
の
は
カ
ト
リ
ッ

ク
の
司
祭
だ
け
だ
っ
た
こ
と
も
、
何
時
ま

で
も
私
の
脳
裡
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。 

〈
原
文
の
ま
ま
〉（
つ
づ
く
） 

人
権
を
考
え
る
委
員
会 

御
供
真
人 松丘教会 



 
（７） 

10
月

10
日
（
月
）、
北
仙
台
教
会
信
徒
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
に
は
、

100
名
程

が
参
加
し
、
本
田
神
父
の
飾
ら
な
い
本
音
の
話

に
聞
き
入
っ
た
。 

 

私
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
家
族
で
育
ち
、
子
ど

も
の
こ
ろ
は
、
毎
日
ミ
サ
で
侍
者
を
し
て
い
た
。

周
囲
の
人
か
ら
は
、「
あ
ん
た
は
神
父
に
な
る

ん
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、
い
つ
も
「
よ
い
子
」

を
演
じ
て
い
た
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
ま
ま
神
父

に
な
っ
た
。 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
日
本
管
区
長
に
な
っ
た
と
き
日

本
各
地
の
会
員
を
訪
問
し
て
回
っ
た
。 

大
阪
の
釜
ヶ
崎
に
行
っ
た
と
き
、
聖
書
の
読
み
方
が

全
く
変
わ
っ
た
。
変
え
ら
れ
た
と
言
っ
た
方
が
よ
い
。 

信
仰
は
努
力
す
る
こ
と
で
深
ま
る
の
で
は
な
い 

教
会
や
説
教
で
変
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。 

 

人
と
の
出
会
い
で
変
え
ら
れ
る
。 

信
仰
は
、
行
動
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

主
日
の
ミ
サ
に
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
も
、
い
く
ら
祈

っ
て
も
、
何
も
変
わ
ら
な
い
。
祈
っ
て
、
行
動
を
起
こ

さ
な
け
れ
ば
、
信
仰
と
は
言
え
な
い
。 

教
会
は
そ
れ
な
り
の
エ
リ
ー
ト
の
集

ま
り
。
困
難
、
く
や
し
さ
、
悲
し
み
、

痛
手
を
負
っ
た
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。 

釜
ヶ
崎
の
ホ
ー
ム
レ
ス
に
お
に
ぎ
り

や
み
そ
汁
を
配
っ
て
い
る
と
「
兄
ち
ゃ

ん
、
す
ま
ん
な
、
あ
り
が
と
う
」
と
言

っ
て
受
け
取
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
後
に
、

「
こ
ん
な
姿
、
娘
に
は
見
ら
れ
た
く
な

い
な
ぁ
」
と
、
ぽ
つ
り
と
言
っ
た
。 

こ
の
一
言
で
、
私
は
変
え
ら
れ
た
。 

そ
れ
ま
で
、
私
は
、「
い
い
人
」
で
い

た
い
。
人
か
ら
褒
め
ら
れ
た
い
。
だ
か

ら
、「
飢
え
て
い
る
人
に
食
べ
さ
せ
、
渇

い
た
人
に
飲
ま
せ
」
い
い
事
を
し
て
い
る
ん
だ
と
思
っ

て
い
た
。
で
も
、
そ
れ
は
、
私
の
勝
手
な
思
い
込
み
で
、

ど
こ
か
上
か
ら
目
線
で
や
っ
て
い
た
。 

キ
リ
ス
ト
は
、
炊
き
出
し
を
す
る
側
に
は
い
な
い 

キ
リ
ス
ト
は
、
炊
き
出
し

に
並
ぶ
人
の
側
に
い
る
。 

小
さ
く
さ
れ
た
人
、
苦
し

み
、
悲
し
み
、
痛
み
、
差
別

さ
れ
た
人
の
側
に
立
っ
て

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。 

視
座
を
変
え
る 

上
か
ら
目
線
の
視
座
か

ら
下
に
い
る
人
の
目
線
で
見
る
こ
と
で
、「
福
音
書
」
の

読
み
方
が
変
え
ら
れ
た
。 

メ
タ
ノ
イ
ヤ
（
悔
い
改
め
）
は
、
痛
み
、
苦
し
み
、

ね
た
み
、
か
ら
の
転
換
。
自
分
の
側
か
ら
見
る
の
で
な

く
、
相
手
の
側
か
ら
見
る
こ
と
。 

酔
っ
払
い
の
ホ
ー
ム
レ
ス
が
、
私
に
「
キ
リ
ス
ト
教

は
人
殺
し
や
」
と
言
っ
た
。
良
か
れ
と
思
っ
て
し
て
い

て
も
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
い
な
け
れ
ば
相
手
に
通

じ
な
い
。
か
え
っ
て
そ
の
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
。 

「
わ
た
し
が
飢
え
て
い
た
時
に

食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
」
と
い
う
の

は
、
「
自
分
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

「
ア
ガ
ぺ
」
を
「
愛
」
と
訳
し
た

こ
と
で
、
信
者
は
苦
し
め
ら
れ
た 

キ
リ
ス
ト
教
は
、「
愛
」
の
宗
教

で
あ
る
。 

「
互
い
に
愛
し
あ
い
な
さ
い
」。

｢

隣
人
を
愛
し
な
さ
い｣

と
言
わ
れ

る
。
見
知
ら
ぬ
人
を
愛
せ
ま
す

か
？
「
あ
な
た
の
敵
を
も
愛
し
な

さ
い
」。
そ
ん
な
こ
と
は
無
理
で
す
。 

「
愛
は
つ
き
る
こ
と
が
な
い
」
ど
ん
な
に
愛
し
あ
っ

て
結
婚
し
た
夫
婦
で
も
、
長
年
一
緒
に
い
た
ら
、
愛
は

つ
き
る
で
し
ょ
う
。 

で
き
な
い
こ
と
を
、
教
会
は
「
や
れ
」
と
言
う
。
や

れ
な
い
の
は
、
信
仰
が
足
り
な
い
か
ら
だ
と
言
わ
れ
る
。

だ
か
ら
、「
や
れ
な
い
」
の
に
、「
や
れ
る
」
ふ
り
を
す

る
。
こ
れ
が
怖
い
。 

無
理
し
て
、
努
力
し
て
な
に
か
さ
れ
る
と
、
釜
ヶ
崎

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
辛
い
こ
と
は
な
い
。 

江
戸
時
代
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、「
ア
ガ
ぺ
」
を
「
ご
た

い
せ
つ
」
と
言
っ
て
い
た
。「
ア
ガ
ぺ
」
は
、「
人
を
大

事
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
「
人
を

大
事
に
す
る
」
宗
教
だ
と
わ
か
れ
ば
、
ず
っ
と
楽
に
な

る
。「
相
手
の
尊
厳
を
受
け
入
れ
、
そ
の
人
の
、
意
識
を

尊
重
す
る｣
。
こ
れ
が
人
を
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

「
神
の
国
」
は
、
天
国
の
こ
と
で
は
な
い 

神
の
国
は
、
こ
の
世
に
実
現
す
る
、
正
義
と
平
和
と

喜
び
で
あ
る
。 

「
正
義
」
は
、
正
し
い
か
、
正
し
く
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
抑
圧
か
ら
の
解
放
、
自
分
ら
し
く
生

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

｢

平
和｣

は
、
傷
つ
い
た
と
こ
ろ
が
ど
こ
に
も
残
っ
て

い
な
い
状
態
で
あ
る
。
迷
え
る
一
匹
の
羊
を
、
探
し
出

し
、
肩
に
担
い
で
、

99
匹
の
群
れ
に
戻
し
て
や
る
。

そ
こ
に
平
和
が
あ
る
。 

｢

喜
び
」
は
、
だ
れ
に
も
目
を
か
け
ら
れ
な
い
老
人
を

世
話
し
、
少
し
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。「
喜
ぶ
人
と
共
に
喜
び
、
泣
く
人
と
共
に
泣
く
」、

こ
れ
は
、逆
で
、「
泣
く
人
と
共
に
泣
き
」そ
の
人
が「
喜

ぶ
と
き
に
、
共
に
喜
ぶ
」
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

聖
霊
は
、
釜
ヶ
崎
で
働
く 

聖
霊
は
、
痛
み
、
苦
し
み
、
く
や
し
さ
、
貧
し
さ
の

中
で
働
く
。 

ホ
・
ロ
ゴ
ス
と
は
、
誰
の
こ
と
？ 

 

初
め
に
。
み
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。 

 

み
こ
と
ば
は
神
と
と
も
に
あ
っ
た
。 

（
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
１
・

1
‐

3
） 

こ
こ
で
言
う
「
み
こ
と
ば
」
は
、
受
肉
し
た
イ
エ
ス

を
指
し
て
い
る
。 

神
の
思
い
は
、
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
「
こ
と
ば
」
で
示

さ
れ
た
。 

見
え
な
い
神
の
働
き
が
、
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
方
こ
そ
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
で
あ
る
。 

こ
の
福
音
は
、
次
の
よ
う
に
表
す
と
わ
か
り
や
す
い
。 

 

は
じ
め
か
ら
、「
こ
と
ば
」
で
あ
る
方
は
い
た
。 

「
こ
と
ば
」で
あ
る
方
は
、神
の
も
と
に
い
た
。 

「
こ
と
ば
」
で
あ
る
方
は
、
神
で
あ
っ
た
。 

こ
の
方
は
、
は
じ
め
か
ら
神
の
も
と
に
い
た
。 

 

講
演
を
聞
い
て
、
本
田
神
父
の
率
直
な
語
り
口
に
魅

了
さ
れ
、「
目
か
ら
鱗
」
の
感
が
あ
っ
た
。
自
分
の
信
仰

生
活
の
中
で
「
視
座
」
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
し
た
。
キ
リ
ス
ト
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
、
そ
の
時

代
の
弱
い
立
場
の
人
た
ち
と
接
し
て
い
た
か
が
わ
か
っ

た
。
な
ど
感
想
を
分
か
ち
合
っ
て
い
た
。 

「
釜
ヶ
崎
で
福
音
書
を
読
む
」 

-
ホ
・
ロ
ゴ
ス
っ
て
誰
の
こ
と- 

講
師 

本
田 

哲
郎 

神
父 

 【
講
師
紹
介
】
本
田
哲
郎
氏
は
、
１
９
４
２
（
昭
和

17
）
年
、
台
湾
・
台
中
市
生
ま
れ
。

65
年
上
智
大

学
神
学
部
卒
業
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
入
会
、
71
年

司
祭
叙
階
。

89
年
大
阪
市
西
成
区
あ
い
り
ん
地
区

の
社
会
福
祉
法
人
ふ
る
さ
と
の
家
施
設
長
、

98
年

退
任
。

91
年
よ
り
、
大
阪
釜
ケ
崎
に
て
、
日
雇
い

労
働
者
に
学
び
つ
つ
聖
書
を
読
み
直
し
、
ま
た
「
釜

ケ
崎
反
失
業
連
絡
会
」
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
新
共
同
訳
聖
書
の
編
集
委
員
。
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
聖
書
研
究
所
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
聖
書
の

刊
行
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。 

炊き出しに並ぶキリスト 



 
（8） 

９
月

13
日(
火)

、
指
導
司
祭
ラ
ト
ゥ
ー

ル
神
父
様
と
仙
塩
地
区
８
教
会
か
ら
の
参

加
者

94
名
で
野
田
町
教
会
を
訪
ね
ま
し

た
。
ミ
サ
は
、
エ
メ
神
父
様
と
の
共
同
司
式

で
、
野
田
町
・
松
木
町
教
会
か
ら
の
信
徒
さ

ん
も
ご
一
緒
で
聖
堂
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
心

ひ
と
つ
に
な
る
厳
か
な
も
の
で
し
た
。 

ホ
テ
ル
で
の
昼
食
に
は
両
教
会
か
ら
も

参
加
を
い
た
だ
き

104
名
と
な
り
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
は
楽
し
く
交
流
の
輪
が
広
が
り
実

り
大
き
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

「
皆
様
を
お
迎
え
し
て
」 

 
 
 

野
田
町
教
会 

富
山 

幸
子 

そ
の
日
、
私
た
ち
は
小
雨
の
降
る
教
会
前

の
道
路
を
じ
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。
エ
メ
神

父
様
が
今
春
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
百
万
本
の

バ
ラ
の
花
が
や
っ
て
く
る
」
日
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
エ
メ
神
父
様
は
、
昨
年
の
４
月
に
着

任
さ
れ
ま
し
た
が
、
仙
台
で
過
ご
さ
れ
た

17
年
間
に
培
わ
れ
た
バ
ラ
の
花
々
と
の

再
会
な
の
で
す
。 

 

野
田
町
教
会
の
司
祭
で
い

ら
し
た
ラ
ト
ゥ
ー
ル
神
父
様

と
仙
塩
地
区
連
合
婦
人
会

「
あ
け
の
星
会
」
の
皆
様
を
お
迎
え
で
き

た
こ
と
は
、
松
木
町
教
会
、
野
田
町
教
会

に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
し
た
。
御
ミ
サ

で
は
若
々
し
く
明
る
い
歌
声
が
祈
り
と
な

っ
て
御
聖
堂
に
響
き
、
に
ぎ
や
か
で
和
や

か
な
ラ
ン
チ
は
笑
顔
に
満
ち
て
、
あ
け
の

星
会
の
歴
史
を
受
け
継
が
れ
る
組
織
力
と

パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
ま
た
た
く

間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

典
礼
聖
歌
を
作
曲
さ
れ
た
高
田
三
郎
先

生
の
作
品
、
合
唱
組
曲
「
心
の
四
季
」
の

中
に
「
愛
、
そ
し
て
風
」
と
い
う
名
曲
が

あ
り
ま
す
。
イ
エ
ス
様
の
愛
の
風
に
吹
か

れ
て
、
皆
様
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
く
り
か
え
し
味
わ
い
な
が
ら
、
こ

の
お
恵
み
を
活
か
し
て
い
く
す
べ
を
見
つ

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。 

百
万
本
の
バ
ラ
の
花
束
・
・
感
謝
の
う

ち
に
受
け
取
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

仙
台
広
瀬
川
大
橋
た
も
と
に
立
っ
て
い

る
殉
教
記
念
像
は
今
か
ら
約

45
年
前
（
１

９
７
１
年
９
月
）
完
成
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

駐
日
大
使
の
列
席
の
下
除
幕
式
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
以
来
こ
の
記
念
像
に
営
繕
の
手

が
入
れ
ら
れ
た
記
録
は
な
い
。
そ
の
た
め

か
像
自
体
は
問
題
な
い
よ
う
に
見
え

る
が
、
台
座
部
分
に
、
ひ
び
割
れ
、

塗
装
の
劣
化
が
見
ら
れ
、
早
急
に
手

入
れ
が
必
要
と
の
専
門
家
の
意
見
。

こ
の
記
念
像
建
設
を
発
案
し
事
業
推

進
を
担
っ
た
の
は
当
時
の
「
仙
台
地

区
壮
年
連
盟
」
で
、
そ
の
意
志
を
受

け
継
ぐ
「
仙
台
壮
年
の
会
」
は
本
年

４
月
の
総
会
で
、
修
繕
工
事
に
向
け

て
動
き
出
す
こ
と
を
決
め
た
。
さ
ら

に
、
殉
教
碑
の
説
明
文
を
、
外
国
の

方
に
も
わ
か
る
よ
う
な
プ
レ
ー
ト
も

取
り
付
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

こ
の
計
画
実
現
の
た
め
に
は
教
区

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
、
募
金
を
つ
の
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
近
日
中
に
、
各
教
会
に

募
金
趣
意
書
を
お
送
り
し
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

 

 

あ

け

の

星

会

巡

礼

の
旅 

 

福

島

・

野

田

町

教

会

へ

 

困
難
の
中
に
い
る
人
び
と
に
見
え
る
か
た

ち
で
伝
え
て
い
く
こ
と
を
呼
び
か
け
ら
れ

た
。
仙
台
ロ
ゴ
ス
講
演
会
で
講
演
し
た
本
田

神
父
は
、｢

信
仰
は
行
動
を
伴
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い｣

（
P.7
）
と
、
第
６
地
区
の
研
修

会
で
、
鈴
木
隆
氏
は
、｢

信
仰
と
生
活
の
統

合｣

に
つ
い
て
、「
社
会
を
キ
リ
ス
ト
の
望
む

姿
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
信
徒
の
使
命
で

あ
る
」（
P.4
）
と
、
話
さ
れ
た
。
神
の
い
つ

く
し
み
を
社
会
の
中
で
具
体
的
な
か
た
ち

で
現
し
て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

ら
れ
な
け
れ
ば
と
思
う
。 

 

今
回
も
、
教
区
報
に
、
原
稿
や
写
真
を
送

っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
。（
岩
井
） 

編

集

後

記

 

２
０
１
６
年
度
の
教
区
研
修
会
が
各
地

区
で
行
わ
れ
た
。信
仰
を
次
世
代
に
伝
え
る

こ
と
は
、個
々
の
信
仰
生
活
が
問
わ
れ
て
い

る
。各
地
区
で
の
研
修
が
豊
か
な
実
り
を
結

ぶ
こ
と
を
願
い
た
い
。次
年
度
の
教
区
研
修

会
の
テ
ー
マ
は
、「
集
会
祭
儀
」
に
決
ま
っ

た
。
こ
れ
も
、
小
教
区
共
同
体
の
成
長
の
た

め
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

｢
い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年｣

は
、
11
月

20
日
王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
主
日
を
持

っ
て
終
了
す
る
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

こ
の
特
別
聖
年
に
あ
た
っ
て
、
教
会
が
、
信

徒
が
、
神
の
い
つ
く
し
み
を
、
さ
ま
ざ
ま
な 

新

刊

紹

介 
           

ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ 

影
絵
と
文 

藤
城
清
治
／
発
行 

女
子
パ

ウ
ロ
会
／
定
価 

4300

円
＋
税 

 

21
年
前
、
自
然
破
壊
が
進
み
、
心
あ

る
人
々
は
、
破
壊
で
は
な
く
、
自
然
の
中

で
と
も
に
生
き
る
こ
と
に
目
覚
め
て
い
き

ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
代
の
流
れ
の
中
で
、

い
つ
も
注
目
を
浴
び
る
の
は
、
ア
ッ
シ
ジ

の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
す
。
こ
う
し
て
、

画
家
で
あ
り
、
作
家
で
あ
る
藤
城
さ
ん
に

本
の
依
頼
が
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
展
覧

会
や
影
絵
劇
な
ど
で
忙
し
く
、
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
制
作
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

21
年
、

92  
 

 

歳
に
な
っ
た
著
者
が
「
こ
れ
は
、
私
の
影

絵
人
生
の
集
大
成
」
と
お
っ
し
ゃ
る
本
書

が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

本
書
は
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
生
涯
の

主
な
場
面
を
た
ど
り
な
が
ら
、「
教
会
を
建

て
直
し
な
さ
い
」
と
い
う
神
の
み
声
を
聞

き
、
次
第
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
慕
っ
て
集

ま
っ
て
く
る
兄
弟
た
ち
と
共
に
、「
小
さ
な

兄
弟
た
ち
の
修
道
会
」
と
な
っ
て
い
く
姿
。

そ
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
回
心
し
た

オ
オ
カ
ミ
の
話
、
聖
女
ク
ラ
ラ
と
の
出
会

い
、
小
鳥
に
説
教
す
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、

グ
レ
ッ
チ
オ
で
の
馬
小
屋
で
ク
リ
ス
マ
ス

を
祝
っ
た
話
、
太
陽
の
賛
歌
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
帰
天
な
ど
、
ど
の
場
面
も
ゆ
っ
く

り
時
間
を
か
け
て
見
て
い
た
い
、
ペ
ー
ジ

を
広
げ
て
い
た
い
と
人
の
心
を
引
き
つ
け

る
繊
細
で
す
ば
ら
し
い
影
絵
で
す
。 

 

環
境
保
護
の
聖
人
で
あ
り
、
現
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
が
愛
し
、
尊
敬
し
て
や
ま
な

い
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
、
本
書
で
味
わ
っ
て

み
る
の
も
芸
術
の
秋
、
実
り
の
秋
に
ふ
さ

わ
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

仙
台
広
瀬
川
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
碑 

50
年
後
の
人
々
へ
こ
の
碑
を
残
そ
う 
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